
（たいせつのふもと）

今月は運動部の各種競技で高体連の旭川支部

予選会が行われました。本校からは、ソフトテ

ニス・バドミントン・水泳部が出場しました。

（高体連ソフトテニスの当番校を担当。大会運営の様

子）

ソフトテニスとバドミントンではそれぞれ団

体戦、個人戦で出場しました。ソフトテニスは、

団体戦で男女とも予選リーグを勝ち上がり、決

勝トーナメントに進出しましたが、決勝トーナ

メントでは１回戦で敗退。ダブルスでは女子で

中山・成田ペアが２回戦を突破し、ベスト１６

まで進出しましたが、そこで敗退をしました。

バドミントン部は、団体戦はいずれも１回戦で

敗退。ダブルスでは男子中野・雪田ペアが２回

戦に進出しましたが、第２シードの旭川実業の

ペアに敗退しました。

水泳部は、３年生大橋さんが５０Ｍ自由形、

２年生髙橋さんが１００Ｍ背泳ぎでそれぞれ全

道大会出場の権利を獲得しました。来月、函館

市で行われる全道大会に向け、今後の頑張りに

期待したいところです。

なお、５月９日（土）、高野連旭川支部春季大

会で本校野球部が１回戦で旭川凌雲高校と対戦

をしました。結果は０－１２（５回コールド）

で敗れました。部員不足で厳しい条件の下、選

手たちは持てる力を発揮しました。

３年生は今回の高体連支部予選終了をもって、

高校の部活動競技のすべてを終える生徒が大半

です。３年間の部活動を通して学ぶべきことが

多かったのではないでしょうか。これからは進

路実現に向けて、気持ちを切り替え、新たな目

標の実現に向けて日常の学習に力を注いでほし

いと思います。

本年度の生徒総会が５月８日（金）に行われ、

４月当初より生徒有志から要望があった新たな

同好会が２つ発足しました。ひとつは吹奏楽同

好会で、本校に在籍している２～３年生と新入

生の合わせて１５名が本校での吹奏楽の活動を

希望し、生徒会に同好会発足を要望。バスケッ

ト女子も同様に６名の希望者で生徒総会に議案

として提案されました。この総会でいずれも了

承され、正式に２つの同好会の発足に至りまし

た。本年度については地道に活動を継続してい

き、活動の内容や参加人数などが部としての基

準に合致すると来年から正式な部として活動す

ることとなります。それぞれの同好会は早速、

今月上旬から精力的に活動を始めており、来年

度、部に昇格するよう練習及び準備を進めてお

ります。生徒たちの活躍の場が広がっていくこ

とは喜ばしいことで、今後の活躍に期待が広が

っています。

（活動が本格始動した

吹奏楽同好会）
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６月１０日（水）、本校体育館において「命の

授業」というタイトルで腰塚勇人氏を招いての

講演会を実施いたします。今回の講演会はＰＴ

Ａとの共催で実施し、広く教育関係者・地域の

方にも案内をしております。昨年、北海道高等

学校体育連盟旭川支部で講演会を実施し、出席

した関係者から「素晴らしい講演」等、数多く

の好評を得ました。講演参加のご希望がござい

ましたら、東川高校：教頭まで（電話０１６６

－８２－２５９０）事前にご連絡ください。

講師プロフィール

1965 年 神奈川県生まれ。

元・中学体育教師・養護学

校教員。『命の授業』講演

家。 私は、中学校でバスケ

ットボール部の顧問をはじめとして、生徒たちの教育・

指導に一生懸命打ち込む「熱血教師」でした。

そんな私に、ある日、人生を大きく変える出来事が

起こります。 2002 年、スキー中に大転倒、頚椎（首

の骨）骨折という大ケガをしました。４時間の手術の

末、奇跡的に一命はとりとめたものの、全身が動かな

いという深刻な麻痺状態となり、あまりの絶望に、私

の心は深く沈みました。

そんな私を救ってくれたのは、妻や両親、同僚の先

生や生徒、病院のお医者さんや看護師さん、そして周

りの人たちでした。そうした人たちの応援と励ましを受

けて、私の心も再び動き始めます。

入院生活やリハビリでは、紆余曲折を経ながら、自

分の命があらゆるものに「助けられ、生かされている」

ことに気づきました。

その気づきをきっかけとして、奇跡的にも回復に向

かい、４ヵ月の入院・リハビリの後、職場復帰を果たす

ことができたのです。

この間、私の見方・考え方・感じ方は大きく変わりま

した。そして、人生も一変しました。復帰後は、障がい

のある子どもたちと向き合い、自らも体の一部に麻痺

が残るという障がいを抱えながら、感謝と共に生きる

ようになりました。

手術・入院・リハビリ・復帰後と、一つひとつのプロセ

スを経ながら、自分を受け止め、受け入れ、歩みを進

め、そして、「ありがとう」の日々へ。

現在は教員を卒業し、命の大切さ・生きていることの

素晴らしさ・両親・家族・仲間の大切さなど、普段の生

活の中で当たり前に感じ、忘れかけている大切な幸

せについて、また、皆様が「誰かの何かを照らす存在

である」ことを、講演や著書を通じてお伝えしていきた

いと願っています。の
2010 年5 月 ダイヤモｄンド社より『命の授業』出

版。2010 年7 月 フジテレビ系『奇跡体験アンビリ

バボー』に出演。

2012 年２月 PHP 研究所より『感謝の授業』出版。

2012 年9 月 フジテレビ系『テレビ寺子屋』に出

演。

2013 年2 月 月刊『致知』インタビュー記事掲載

今月１日の放課後、本校

ボランティア部が３グルー

プに分かれて校舎周辺の通

学路等の清掃活動を実施し

ました。今月の２９日（金）には東川養護学校

との交流学習の予定もあります。

【６月の主な行事】 １３日（土）北海道高等学校ＰＴＡ連合会北見大会

１日（月）宿泊研修結団式 １５日（月）口座振替日、考査時間割発表

２日（火）宿泊研修（～４日まで１年） １６日（火）進路手続き指導（３年）

インターンシップ（４日まで２年） １７日（水）第２回 ＰＴＡ役員会

４日（木）地域学習（３年） １８日（木）インターン発表会

５日（金）実用英語検定 ２１日（日）全商電卓実務検定

６日（土）総合学力マーク模試（３年） ２２日（月）期末考査（～２４日まで）

２看護模試、道看護模試 ２５日（木）求人票見方指導（３年）

養護学校運動会お手伝い ２６日（金）生徒指導連絡協議会

８日（月）全校集会・身だしなみ指導 ３０日（火）防災点検、公務員模試

家庭学習強化週間（～２１日） ６月２日（火）～４日（木）

９日（火）公務員模試、せせらぎ水路清掃（３年） インターンシップで多くの事業所

１０日（水）「命の授業」講演会 １４：００～ の皆様のご協力をいただきます。

１１日（木）就職希望者カウンセリング（３年） よろしくお願いいたします。

１２日（金）スポーツフェスティバル


